


開催にあたちて

奈良市教育委員会では、毎年、平城京跡

を中心に発掘調査を実施しています。発掘

調査で、土中から出てくる遺物は、しばし

ばその当時の色を保っており、驚かされる

ことがあります。しかし、土中から出して

しまうと、またたく間に色褪せて、当時の

色彩は失ってしまいます。考古学は、「モノ」

(遺跡・遺構・遺物)を扱う学問で、「モノ」

の属性は形と色とで説明できます。ところ

が、色については残 りにくいため、これま

での考古学の世界では形にこだわってきた

感があります。

今回の展示では、少し色にこだわってみ

たいと思います。もちろん、当時の色をそ

のまま残したものはありません。しかし、

当時の色を想像 してみたら、これまでとは

違った歴史の色に気がつくかも知れません。

なお、今回の展示を開催するにあたり、

御協力いただいた関係機関各位に心より感

謝申し上げます。

平成13年 11月 1日

奈良市教育委員会

教育長 冷水 毅

|アJ

1。 この冊子は、平成13年 11月 1日 から12月

28日 まで、奈良市埋蔵文化財調査センタ

ー展示室で開催する第19回 平城京展「考

古学・いろ 。色―出土遺物の色彩と輝き

―」の解説パンフレットです。

2.奈良県立橿原考古学研究所及び同附属博

物館、田原本町教育委員会の各機関には

出品の御協力をいただいた。また、展示

パネル及び本書で使用 した写真の一部に

は、奈良県立橿原考古学研究所及び同附

属博物館から提供を受けたものがある。

3.展示、及びパンフレットで表示した顔料

名は、一部を除いて、宮内庁正倉院事務

所 成瀬正和氏に分析を依頼 した結果に

基づいている。

4.本書の編集・レイアウトは、埋蔵文化財

調査センター職員の協力のもとに、森下

浩行がおこなった。
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表紙 :三彩瓦の紋様



短 い
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色 とは ?

Fフ ァウス ト』を書いた ドイツの文豪ゲ

ーテは、有能な色彩学者でもありました。

その著書『色彩論』では、色彩を生み出す

ためには、光と間、明と暗、光と光ならざ

るものが要求されると語っています。それ

は、あたりまえのようですが、光の無いと

ころには色がなく、光があるところに色が

あるということです。ゲーテの最後の言葉

「もっと光を」は、色彩学者らしい言葉とい

えるでしよう。その色彩を生み出すための

光は、電磁波の一部であり、日に見える光

(可視光)の波長は限られています。夕立ち

の後の虹や子供の頃遊んだプリズムの光を

波 長

1

可 視 光
ア00nm(波長)

思い出して下さい。虹は、5色 とか7色 とか

いわれますが、実際は赤から紫まで漸次的

に変わっていっているので、色彩名の数を

数えることはできないのです。これが私達

の見ることのできる光であり、色なのです。

ところで、波長の異なるブルー (青 )、 グ

リーン (緑 )、 レッド (赤 )の色光は、その

強弱 と混合によりどの色 も再現できること

から「光の三原色」 と呼ばれます。カラー

テレビの色は、この原理を応用 したもので

す。また、イエロー (責 )、 マゼンタ、シア

ンの色材は、白色光のもとで、濃淡 と混合

により、どの色 も再現できることから、「色

材の三原色」と呼ばれます。カラープリン

ターの色は、この原理を応用したものです。

波長 と可視光
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可視光

ブルー

ブルー

光の3原 色 (加色混合 ) 色材の3原色 (減色混合 )
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「日本書紀J「万葉集」にみられる色彩名の表現

古代の色彩感覚

古代の色名は、現在の色名と同じとは限

りません。現在では色名を表 しているのに

当時では色とは全 く別の意味で扱われてい

ることもあるようです。

奈良時代 くらいまでに認識できた色は、

「あ力刊「くろ」「あお」「しろ」の4つ である

といわれています。「あか」と「くろ」は対

になって使用され、「あか」は明るい、「く

ろ」は暗いという明るさの度合いから色名

が生まれたようです。『日本書紀どにも「赤

盾」「黒盾」や「赤矛」「黒矛」といつた対

比した表現があります。「しろ」は、「白鹿」

「白鳥」 (『記紀』)か らわかるように、神秘

的・聖なるものを表しているようです。ま

た、「紫」とぃぅ表現は、「緒瑞乏祭:露」

(『古事記』)の ように色相を表すのでは無く、

本来のそのままの色という意味で使われて

います。「あお」は、もともと白・黒・赤を

除く色彩すべての表示であつたといわれて

います。色名が分化 して、青や緑、青緑な

どの青系統の色 を指すようになり、現在で

は「青」を表すようになったようです。こ

のほか、「みどり」は未熟 さを表す もの、

「き」は不吉なシンボルとして扱われており、

もともとは色彩名では無かったようです。

現代では、古 くから使われていた色名と

西洋などから入ってきた色名が多種多様に

存在しており、これもまた複雑といえます。

マゼンタ
(Magenta)

マ リン・ブルー

(M�ne Blue)

スカーレット
(SCarle0

ラヴェンダー
(Lavcndcrl

ベージュ
(BCigC)

パープル
(Purple)

海外から入ってきた色名
(色名はともに『配色ハンドブック』池田書店参考)
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彩

「モノ」の色には、素材その ものの色 と

着色 された色 とがあ ります。着色料 には、

水溶性の染料 と不溶性の顔料があ ります。

染料は繊維を染めるものですが、水に溶け

ゃすいため、土中では非常に残 りにくいも

のです。 それに比べると、顔料は残 りやす

く、出土状態が良ければ完全に残つている

こともあ ります。古代 の顔料 には、赤・

青・緑 。責・白・黒 力Sあ りましたが、最も

頻繁に使用されたのが、赤色顔料です。古

代の赤色顔料 には、水銀朱・ベンガラ (酸

化鉄)。 鉛丹の3種類がありました。『万葉

集』にも「真赤土」「真朱」といった表現が

水銀鉱床の分布

司大和水銀鉱床

2.阿波水銀鉱床

3九州南部水銀鉱床

4.九州西部水銀鉱床

み られます。 このうち、水銀朱の産地は、

伊勢 。大和・紀伊・阿波・豊後 といった地

域に限定されています。大和では、『万葉集』

に「大和の宇陀の真赤土」、 F古事記』に

「宇陀の血原」 といつた表現がみられます。

また、宇陀では近年 まで水銀鉱山があ り、

この地域が古代でも水銀朱の産地であった

ことは間違いないものと思われます。

また、水銀朱には別の利用法があ りまし

た。それは、水銀の融点が低いのを利用 し

て鍍金、金メッキに使用 されたようです。

これをアマルガム銭金法と呼びます。『万葉

集』には、「真金吹 く丹生の真朱」という表

現 もあ り、当時から鍍金に水銀が使用 され

ていたことがわか ります。

♂

←O♂

ベンガラ    ベンガラ    ベンガラ    不純なベンガラ

赤  朱       朱       朱

鉛局      鉛丹

緑  緑青      緑青      緑青      緑色岩石粉末

青  群青      群青      群青

炭素

マンガン鉱物

里
全 墨里

空里
｛

古代の使用顔料 (『 日本の美術400 美術を科学する』から)
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赤漆を塗った縄紋時代の弓 (奈良市青野町出土 )

縄紋時代の色彩

旧石器時代の日本列島では、色の認識を

示す事象は、みあた りませんが、縄紋時代

には、赤漆 と黒漆が頻繁に使用 されてお り、

赤 と黒の認識があつたと思われます。赤漆

は赤色顔料を漆に加えたものです。漆製品

には、櫛 や弓 な どの漆 塗木 製 品、笠胎

漆器・木胎漆器、赤彩土器・土製品・土偶

などがあ ります。漆製品の出土は、東 日本

が中心で、西 日本では少なく、一部の遺跡

から出上 しています。奈良市青野町の調査

で出上 した赤漆塗の弓は、西 日本でも数少

ない例の一つです。儀礼などに用いられた

飾 り弓 と考えられています。

赤彩土器 (山 添村広瀬遺跡出土 )

[奈良県立橿原考古学研究所提供 ]

上 :側面、下 :弓 腹

弥生時代の色彩

縄紋時代から引き続き、赤と黒とが認識

されています。また、新たに青銅器が出現

し、人々はその輝きになかれたようです。

土器 前期の北九州及び近畿地方にみら

れる彩紋土器は、黒地に赤を彩色 していま

す。また、木製短甲にも赤と黒の彩色がみ

られます。ですが、この時代は縄紋時代よ

りも赤が強 く認識されていたようで、赤彩

土器は九州～東北地方に広 く分布がみられ、

中期の九州では、焼成前にベンガラを塗っ

た「丹塗磨研」土器が墓前祭祀に使用され

ています。後期になると、東海地方では白

地に赤彩を施した「パレススタイル」と呼

赤彩耳飾 り (御所市玉手遺跡出土)

[奈良県立橿原考古学研究所提供]



管玉 (奈良市芝辻遺跡・菅原東遺跡・宮山4号墳 )

ばれる土器がみられます。

また、埋葬施設 (甕棺や石棺)の 内面に

も赤色顔料が塗られることがしばしばあり、

集落などからは、水銀朱の精製の道具であ

る石杵・石臼や「朱付着土器」が出土しま

す。化学分析の結果、水銀朱に砒素を伴う

ことから神仙思想における「仙薬」を調合

したのではないかという説もあります。

玉 主に碧玉・緑色凝灰岩で作られた緑

系統の玉と、ガラス製の青系統の玉が大半

を占めます。鉄石英や馬暗などの赤系統の

玉は少数です。 F魏志』東夷伝倭人条にみら

れる「青玉」は、碧玉・緑色凝灰岩、ある

いは翡翠製の緑系統の玉であったものと思

われます。このような青・緑系統の玉が多

赤彩紋土器 (田原本町唐古・鍵遺跡出土)田原本町教育委員会

[奈良県立橿原考古学研究所提供]

銅 。錫の混合比 と合金の色

(『 日本の美術400 美術を科学する』から)

くを占める傾向は、古墳時代中期 くらいま

でみられます。

青銅器 銅の合金は、含 まれる他の金属

の割合で色調が変化 しますが、青銅は、銅

と錫の合金で、銅に対する錫の配合比によ

っては金色に近 くなります。青銅器は、金

色の輝 きを求めて作 られたものと思われま

す。この時代の金製品は福岡県の志賀島出

土の金印が知 られているのみですから、青

銅器の輝 きは、当時、最 も光 り輝 くもので

あったと思われます。青銅器は、祭祀の道

具 として使用 されてお り、銅剣・銅矛・銅

鐸は山裾や土坑に埋納 され、九州では銅鏡

を墓に副葬 しています。青銅器の色 という

よりも、輝きになかれたのかも知れません。

復原銅鐸

[奈良県立橿原考古学研究所附属博物館提供]
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錫 (重量%) 色

0～5

5´-17

17´-20

20´-24

24-31

31'-40

40´-47

赤い銅色

赤味を帯びた黄色

灰黄色

白と黄の斑色

赤味を帯びた黄色

赤味を帯びた灰色

銀白色



赤色 (ベ ンガラ)が塗られた土師質亀甲形陶棺 (奈良市赤田1号横穴墓出土 )
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古墳時代は、赤色 と金属の輝 きが重要視

されていたようです。

埋葬施設 前期の竪穴式石室から後期の

横穴式石室まで、埋葬施設の壁面やその内

部に置かれた棺に赤色顔料が広 く使われて

います。また、石室の被覆土などの埋葬施

設の上面や埋葬施設の築造過程での祭祀に

も使用 されています。奈良市北方の丘陵で

出土 した土師質亀 甲形陶棺 には赤色顔料

(ベ ンガラ)が塗 られていました。赤い色

には、僻邪・魔よけの意味があったようで、

死者を責泉の国へつつがなく送 り届けると

いう葬送観念があったものと思われます。

埴輪・土器  『古事記』では、土師器や

埴輪を「赤土Jで作ると表現されているよ

うに、これらにはもともと赤の概念があっ

たようです。特に祭祀に使用されたと思わ

れる土師器には赤彩があります。また、円

筒埴輪の中には、窯焼きの際にうまく赤が

発色 しなかったのでしょうか、焼成後に赤

色顔料を塗っているものがあります。ただ

し、すべてに塗られているわけではありま

せんので、塗られた埴輪には何か特別な意

味があったのかも知れません。形象埴輪に

は、紋様の一部として、赤色顔料が使われ

てお り、赤以外にもわずかですが、緑・

白・黒が使われたものがあります。

赤彩 (ベ ンガラ)の ある円筒埴輪 (奈良市杉山古墳出土 )



朱の付いた石杵 (奈良市柏木遺跡出土 )
ベンガラが入つていた土師器甕 (奈良市ヤイ古墳出土)

赤色顔料の副葬 奈良県宇陀郡添原町の

谷畑古墳は、前期の古墳で、ここには赤色

顔料の板状素材が副葬 されていました。宇

陀の地域は水銀朱の産地でもあ り、朱の生

産を統括 していた首長の墓かも知れません。

中期の大阪府アリ山古墳では、壷に朱を入

れて副葬 してお り、奈良市法蓮町で発見 さ

れた後期の小形前方後円墳、ヤイ古墳では、

赤色顔料 (ベ ンガラ)の入つた土師器甕が

くびれ部の周溝に置かれてあ りました。墳

丘に立っていたと思われる埴輪に塗 られた

ものかもしれません。

他地域に目を向けます と、宮崎県の地下

式横穴では、朱玉 と呼ばれる、ベンガラを

丸い餅状にしたものが副葬されています。

復原三角縁神獣鏡 (橿原市新沢千塚500号墳出土 )

[奈良県立橿原考古学研究所附属博物館提供]

石杵・石臼 古墳時代も赤色顔料を精製

する道具として、石杵・石臼が集落から出

土しますが、これらは古墳の副葬品にもな

っています。赤色顔料を使った祭祀が、具

体的な道具である石杵・石臼までも祭祀具

化したものと思われます。

銅鏡 近畿では、銅鐸にかわって、銅鏡

の使用が多 くみられます。天理市黒塚古墳

などでは、埋葬された棺の周囲を囲むよう

に副葬されています。鏡の輝きには、赤色

と同様に、僻邪・魔よけの意味があったの

でしょう、死者を黄泉の国へつつがなく送

り届けるという葬送観念に通じる使用法で

す。

鏡の出土状態 (天理市黒塚古墳 )

[奈良県立橿原考古学研究所提供(阿南辰秀氏撮影)]
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緑色凝灰岩製合子 (奈良市井上町出土)

緑色の石製品 古墳時代前期では、碧玉

や緑色凝灰岩製の腕輪形石製品 (鍬形石・

車輪石・石釧)や合子などの宝器、玉など

が古墳 に副葬されます。この緑色の宝器 も

また、川西町島の山古墳のような出土状態

を考えると、僻邪・魔よけの意味があった

ようです。しかし、中期頃になると、緑ヘ

のこだわりはなくなっていくようです。

金銅製品 中期になりますと、金・銀が、

銅よりもより光 り輝 くものとして出現 しま

すが、金製品は、勾玉、金糸、耳環などの

一部にみられるのみです。ほかの多 くは鍍

金で、「金銅」「鉄地金銅張り」と呼ばれる

製品です。馬具や刀装具、装身具に多 く使

われています。この時期には、赤色の使用、

車輪石・石釧 (奈良市菅原東遺跡・柏木遺跡・三条町出土)

特に水銀朱の使用が減 り、ベンガラが多 く

を占めるようになりますが、これは鍍金の

際に水銀を使用するようになったため、顔

料に使われる量が減ったのかも知れません。

壁画その他 後期になりますと、横穴及

び横穴式石室の壁画紋様に赤・責・青 ?・

緑・白・黒が使われるようになりますが、

壁画のモチーフ・紋様は、死者を責泉の国

へつつがなく送 り届ける葬送観念と関係が

あり、前期から変わっていないようです。

このように古墳時代後期になりますと、色

の多様化が始まり、ガラス玉には、黄・

赤・緑・青のもの、埴輪・石枕 。陶棺には、

赤 。緑・白・黒の彩色がみられるようにな

ります。

腕輪形石製品の出土状態 (川西町島の山古墳)

[奈良県立橿原考古学研究所提供(阿南辰秀氏撮影)]

耳環 (奈良市狐塚横穴墓群出土 )



復原された朱雀門

奈良時代の色彩

飛鳥・奈良時代になりますと、一通 りの

基本色が揃ったようです。「冠位十二階制」

や「衣服令」にみられるように、位や身分

は、衣服や冠・腰帯の色で区別されるよう

になりました。「冠位十二階制」の冠の色は、

紫・青・赤・責・白・黒と考えられていま

す。

寺院・宮殿の赤彩色 権威の象徴が、古

墳から寺院・宮殿へ変わったことにより、

赤彩の対象も、同様に変わりました。奈良

時代の畿内地方では、墳墓や土器を赤色に

塗ることはなくなり、かわって、寺院・宮

殿の柱は、赤色に塗られ、白壁や緑色に塗

られた連子窓とともに華やかな色彩感を生

み出しました。軒平瓦の下面にある赤彩は、

瓦が葺かれた後に柱が赤 く塗 られたことを

如実に示 しています。現在、私達が見てい

る平城京の寺院の姿は決 して当時の色では

あ りません。薬師寺の東塔は、奈良時代か

ら今 日まで残っていますが、色彩から見れ

ば、東塔の姿 よりも、新 しく復原された西

塔の姿が当時の色 を表 しているのです。ま

た、平成10年に復原された平城宮の朱雀門は、

当時の色彩を表現 しています。

なお、赤色顔料には、水銀朱、ベンガラ

に加えて鉛丹がみられるようになりますが、

鉛釉陶器・瓦が作 られ始めたことと関係

があるかも知れません。
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赤色顔料 (ベ ンガラ)が付いた軒平瓦 (平城京跡出土 )



三彩丸瓦 (平城京左京二条二坊十二坪出土)

施釉瓦 奈良時代には、色鮮やかな施釉

瓦 (堂彩瓦、緑釉瓦)が葺かれる建物もあ

りました。出土した施釉瓦には、建物の棟

を覆う戻斗瓦・面芦瓦が目立つことや、寺

院では垂木先瓦が主体であることから、屋

根全体に施釉瓦が使用されていたものは少

なく、縁取 りの部分だけに限定されていた

ものが多かったと思われます。

平城京左京二条二坊十二坪では、680点 も

の三彩瓦の破片が出上しました。これは、

ほかに例がない程、たくさんの出土量で、

平城宮でもこれほどの三彩瓦はみられませ

ん。一つの坪全体を利用したこの敷地は、

建物の配置や構造からみて、公的な機関が

あったものと推定されています。

施和陶器 (三彩) 飛鳥時代には、墓や

寺から緑釉の棺台や碑が出上していますが、

唐三彩が出土するのは藤原京が造営されて

からです。奈良時代に入ると、唐三彩を模

した三彩陶器、いわゆる奈良三彩の生産が

始まります。緑・白 。黄(褐 )に彩られるだけ

でなく、ガラスのような輝きのある三彩陶

器は、当時最も華やかな土器でした。平城

京では、寺院から出土することが多いこと、

薬壺形のものが多いことからみて、主に仏

具として使用されたようです。また、小さ

な破片で出土することが多いのも特徴です。

華やかなるゆえに、破片となっても使用さ

れたのでしょうか。この頃になると、容器

(う つわ)は、使用方法で種類が分けられる

三彩垂木先瓦 (奈良市大安寺旧境内出土)



三彩陶器 (平城京右京二条三坊十坪出土 )

だけでなく、色彩や輝 きによって階級差が

生まれてきたものと思われます。

また、仏像にも赤・緑など同様の彩色が

みられます。

金・銀・銅製品 この時代の金・銀・銅

の金属製品は、金銅仏、仏具など、そのほ

とんどが仏教に関するものです。平城京跡

や寺院跡の調査では、佐波理椀、銅箸、銅

鏡 (唐式鏡)、 銅鈴などが出土 しますが、い

ずれも大陸から持ち込まれたものや大陸の

影響を受けたものばか りです。平城京跡か

ら出土する金属器は、まとまって出土する

ことはあ りませんが、寺院跡、特に大寺院

の塔心礎の舎利荘厳具や、須弥壇や基壇を

造る際の鎮壇具 として埋納 されたものは、

分銅 (平城京左京九条一坊二坪出土 )

||―
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金属製品がまとまって出土します。

仏教に関するもの以外では、飾 り金具や

貨幣などがあり、奈良時代に鋳造された貨

幣には、金銭、銀銭、銅俵があります。ま

た、仏具とは考えがたい分銅が、仏具によ

く使用される薬三形であるのは、この時代

の金属製品が仏具であることを象徴的に表

わしているのかも知れません。

この時代は、中国の隋唐文化、仏狭文化

の影響で、多色で華やかに、きらびやかに

なったといえそうです。『万葉集』で「あお

によし」と詠われた「奈良」、この「あおに

よし」とは、こうした多色で華やかな、き

らびやかな色彩感を表現 しているのではな

いで しょうか。

唐花六花鏡 (平城京左京四条四坊五坪出土 ) 魚価 (平城京右京二条三坊三坪出土 )



緑釉陶器 (奈良市大安寺旧境内出土・北室町出土)

平安時代の色罪

平安時代は、容器 (う つわ)に色彩の豊

かさがみられます。この時代になると、三

彩 はみ られな くな りますが、かわって

「青盗」、「白盗」と呼ばれた、緑釉陶器 、

灰釉陶器が盛んに作られます。それに加え、

中国からの青磁、白磁の輸入は、緑釉陶器、

灰釉陶器の形に影響を与えます。また、金

属器の影響を受けたものもあるようです。

緑釉陶器・灰釉陶器は、形だけでも磁器・

金属器などの高級品を指向して、模倣した

ものと思われます。舶来の陶磁器や金属器

への指向は、器の種類や用途が替わっても、

奈良時代から引き継がれてきたようです。

灰釉陶器 (奈良市大安寺旧境内出土 。大安寺町出土)

また、ロクロ成形で作 られた白色陶器が

加わ りますが、これもまた、宮廷内などで

使 用 され た特 別 な もの だ っ た と思 わ

れます。「青盗」は、緑釉陶器以外 に中国

からの輸入青磁を、「白盗」には、灰釉陶器

以外に白磁・白色陶器を加える説 もあ りま

すが、やはり、数量的に出土量の多い緑釉陶

器、灰釉陶器がふさわ しいと思われます。

また、畿内ではこの頃になると、最初は

土師器の内面に、ついで内外面に煤を付着

させた黒色土器が盛んに作られるようにな

ります。この漆黒の土器は、煤を付着させ

ることによって、水漏れを防ぐだけでなく、

当時貴重であった黒漆器を指向したものだ

ったのでしょうか。

白色陶器 (奈良市阿字万字町出土)黒色土器 (奈良市六条町 ,大安寺町・菅原町出土)



赤土器と白土器 (奈良市奈良町遣跡出土 )

中世 。近世の色瑶

中世には、平安時代 よりも白磁・青磁の

輸入量が増え、広 く普及するようになりま

す。また、新たに染付磁器 (青花)も 輸入

され、漸次増加 してい くようです。

また、14～ 15世 紀頃の奈良町遺跡では 、

「赤土器 。白土器」と呼ばれる赤 く焼かれた 、

または白く焼かれた土師器皿が大量に出土

します。 レ 聞院日記』などの当時の文献に

は、当時の商業組合である座のなかに「赤

土器座」「白土器座」がみられますので、意

図的に異なる色に焼 き上げたものと思われ

ます。おそらく使用する粘上が含む鉄分の

量によつて違いが生まれるものと思います

青磁水注 (奈良市東大寺旧境内出土 )

が、どのような意図でこのような色の違い

が生まれたのでしょうか。さかのぼって奈良

時代の土師器にもこのような色の違いはみ

られるようですが、それがはたして中世ま

で継続していたのかどうかは、わかってい

ませ ん。

近世になると、絵紋様を付けた装飾性の

ある染付磁器、色絵磁器が国内で焼かれる

ようになり、専業化、交通路の整備、市場

の拡大といった要因で、庶民にまで行き渡

るようになります。そして、この流れをひ

く磁器が、近年まで「せともの」「からつも

の」と呼ばれて、今でも日常的に使われて

いることは、私達のまわりを見れば、おわ

か りになることで しょう。

<参考文献>
。市毛勲 1975『朱の考古学』雄山閣

・松田寿男 1975 F古代の朱』学生社

・前田雨城 1980『色』 (も のと人間の文化史38)

法政大学出版局

・西本吉助・綿谷千穂 1991『色はどうして出るの』

裳書房

・本田光子・ほか 1998「特集 :考古資料としての

赤色顔料」 F月 刊考古学ジャーナル』No438、 ニユ

ー・サイエンス社

・田中琢編 1999 F日 本の美術第400号 美術を科

学する』至文堂

。仙台市富沢遺跡保存館編 2000『赤彩の考古学』

・神戸市教育委員会編 2000『色彩の考古学』

ほか

13

染付磁器 (奈良市奈良町遺跡出土 )



奈良三彩蓋の紋様

第19回平城京展
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